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5
か
年
に
わ
た
る
中
川
町
地

域
商
社
と
東
京
都
世
田
谷
区
サ

テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
連
携
事
業

に
お
け
る
令
和
2
年
度
の
事
業

目
的
は
、
統
計
上
の
数
値
や
、

各
種
調
査
な
ど
科
学
的
根
拠
に

基
づ
く
地
域
課
題
の
発
掘
、
整

理
、
分
析
と
、
そ
れ
に
基
づ
く

方
針
決
定
で
す
。

　

地
域
経
済
循
環
分
析
（
第
4

回
）
と
人
口
減
少
分
析
（
第
5

回
）
を
通
じ
て
、
中
川
町
は
他

市
町
村
に
比
較
し
、
急
激
に
人

口
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
や
、

地
域
経
済
が
縮
小
し
て
い
る
こ

と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
地
方
創
生
」
と
は

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
」
を

一
体
的
に
創
生
す
る
（
新
た
に

生
み
、
作
り
出
す
）
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
、
具
体
的

に
は
以
下
の
こ
と
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す（
第
2
回
）。

①
雇
用
創
出
や
起
業
促
進

②
情
報
発
信

③
住
環
境
整
備

　

今
回
は
、
こ
の
う
ち
③
住
環

境
整
備
を
テ
ー
マ
に
考
え
ま
す
。

　

移
住
・
定
住
施
策
を
展
開
す

る
う
え
で
、
住
環
境
は
非
常
に

重
要
な
要
素
で
す
。
平
成
27
年

度
に
「
中
川
町
住
生
活
基
本
計

画
」
を
策
定
し
、
町
の
住
宅
事

情
や
住
宅
施
策
の
実
施
方
策
を

定
め
て
い
ま
す
。

　

最
新
の
調
査
研
究
例
と
し
て
、

平
成
30
年
に
日
本
大
学
文
理
学

部
地
理
学
教
室
地
域
環
境
政
策

研
究
室
（
佐
野
ゼ
ミ
）
の
櫻
井

琢
也
さ
ん
が
取
り
ま
と
め
た
報

告
書
「
空
き
家
の
少
な
い
ま
ち

づ
く
り
（
北
海
道
中
川
町
に
お

け
る
旧
Ｊ
Ｒ
住
宅
の
活
用
実

態
）
」
が
中
川
町
の
住
宅
事
情

を
考
え
る
う
え
で
非
常
に
有
益

な
の
で
、
こ
の
報
告
書
の
内
容

を
紹
介
し
な
が
ら
、
問
題
を
考

え
て
み
ま
す
。

　

報
告
書
は
、
中
川
町
と
世
田

谷
区
、
日
本
大
学
文
理
学
部
と

の
交
流
事
業
の
一
つ
と
し
て
、

日
大
文
理
学
部
が
実
施
し
て
い

る
「
北
海
道
中
川
町
の
地
域
再

生
に
向
け
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
が
か
な

　

り
進
ん
で
い
ま
す
。

③
音
威
子
府
バ
イ
パ
ス
工
事
の

　

終
了
に
よ
っ
て
、
今
後
の
空

　

き
家
状
況
の
予
測
が
困
難
で
、

　

空
き
家
問
題
が
浮
上
す
る
可

　

能
性
が
あ
り
ま
す
。

④
ち
ょ
っ
と
暮
ら
し
体
験
移
住

　

の
要
望
は
夏
期
に
集
中
し
て

　

お
り
、
冬
期
の
利
用
拡
大
方

　

策
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

⑤
日
大
交
流
事
業
、
移
住
体
験

　

事
業
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
と

　

な
っ
た
旧
Ｊ
Ｒ
住
宅
は
、
市

　

街
地
に
位
置
し
、
公
共
交
通

　

機
関
へ
の
ア
ク
セ
ス
や
買
い

　

物
に
便
利
で
、
こ
れ
ま
で
以

　

上
の
活
用
が
非
常
に
重
要
で

　

あ
り
ま
す
。

⑥
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
楽
し
み

　

た
い
中
高
年
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

　

に
す
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、

　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を

　

支
え
る
若
者
の
獲
得
と
い
う

　

難
し
い
目
標
に
挑
戦
す
る
必

　

要
が
あ
り
ま
す
。

⑦
町
産
業
振
興
課
が
運
用
し
て

れ
た
こ
の
調
査
は
、
大
き
く
以

下
の
7
点
を
明
確
に
し
て
い
ま

す
。

①
全
国
の
空
き
家
率
の
平
均
が

　

13
・
5
％
（
調
査
時
）
と
増

　

加
傾
向
に
あ
る
こ
と
に
対
し
、

　

中
川
町
の
空
き
家
率
は
7
・

　

6
％
で
あ
り
、
移
住
者
の
受

　

け
入
れ
を
考
え
る
と
適
切
な

　

状
態
に
あ
り
ま
す
。

②
総
面
積
の
1
％
程
度
に
当
た

　

る
中
川
市
街
地
に
全
人
口
の

　

75
％
が
集
住
し
て
お
り
、
コ

『
地
域
資
源
を
活
用
し
た
地
域

づ
く
り
の
可
能
性
』
」
の
一
環

と
し
て
、
全
国
的
に
空
き
家
が

拡
大
し
、
社
会
問
題
化
す
る
な

か
で
、
中
川
町
の
空
き
家
実
態

を
調
査
し
、
中
川
町
が
Ｊ
Ｒ
北

海
道
か
ら
譲
り
受
け
た
旧
Ｊ
Ｒ

住
宅
（
中
央
3
区
）
の
活
用
実

態
や
、
安
川
三
地
区
の
「
ち
ょ

っ
と
暮
ら
し
体
験
住
宅
」
の
活

用
実
態
を
調
査
し
明
ら
か
に
し

た
も
の
で
す
。

　

中
川
市
街
地
を
中
心
に
行
わ

中
川
町
地
域
商
社
と
東
京
都
世
田
谷
区
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
連
携
事
業
報
告（
第
6
回
）
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佐野ゼミの櫻井さんによる報告書
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い
る
「
と
っ
く
り
い
も
ハ
ウ

　

ス
」
等
と
連
携
す
る
な
ど
町

　

所
有
の
施
設
と
組
み
合
わ
せ

　

た
事
業
展
開
を
模
索
す
る
必

　

要
が
あ
り
ま
す
。

　

佐
野
ゼ
ミ
や
櫻
井
さ
ん
の
報

告
書
は
、
平
成
30
年
の
も
の
で

す
が
、
現
在
も
十
分
に
施
策
立

案
の
基
礎
に
な
り
う
る
も
の
で
、

今
後
の
中
川
町
の
移
住
・
定
住

の
た
め
の
住
宅
整
備
を
考
え
る

う
え
で
不
可
欠
で
す
。
特
に
、

バ
イ
パ
ス
工
事
終
了
後
の
空
き

家
状
況
の
推
計
は
緊
急
的
な
課

題
で
、
町
に
お
け
る
人
口
減
少

問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
移
住
定
住
の
入
り
口
に

な
る
ち
ょ
っ
と
暮
ら
し
体
験
事

業
は
非
常
に
重
要
な
施
策
で
す

が
、
旧
Ｊ
Ｒ
住
宅
6
戸
の
う
ち
、

3
戸
が
町
職
員
住
宅
化
さ
れ
、

十
分
な
戸
数
の
確
保
や
、
住
宅

環
境
の
整
備
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

中
川
町
が
町
民
の
皆
様
と
策

定
し
た
第
2
期
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
で
は
、

住
宅
関
連
施
策
と
し
て
、
①
民

間
賃
貸
住
宅
建
設
促
進
（
現
状

22
戸
↓
30
戸
）
、
ち
ょ
っ
と
暮

ら
し
住
宅
利
用
者
数
増
加
（
年

10
人
↓
年
20
人
）
、
空
き
家
バ

ン
ク
登
録
件
数
の
増
（
0
件
↓

10
件
）
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

戦
略
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ

れ
ら
の
施
策
を
実
現
し
て
い
く

た
め
に
も
、
中
川
町
の
住
宅
状

況
に
関
す
る
精
度
の
高
い
推
計

は
不
可
欠
で
あ
り
、
ま
た
移
住

者
、
ち
ょ
っ
と
暮
ら
し
体
験
希

望
者
、
二
地
域
居
住
希
望
者
な

ど
の
増
加
に
備
え
た
柔
軟
な
移

住
・
定
住
の
た
め
の
住
宅
整
備

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

地
域
商
社
設
立
準
備
室
で
は
、

令
和
3
年
度
に
．
移
住
住
宅
管

理
・
運
用
改
善
計
画
策
定
事
業

を
展
開
し
、
ち
ょ
っ
と
暮
ら
し

体
験
住
宅
、
移
住
住
宅
、
空
き

家
バ
ン
ク
、
民
間
賃
貸
住
宅
建

築
支
援
を
組
合
せ
た
移
住
希
望

者
の
受
入
れ
施
設
、
体
制
づ
く

り
に
関
す
る
計
画
策
定
を
行
う

予
定
で
す
が
、
住
宅
整
備
に
は
、

多
大
な
コ
ス
ト
が
必
要
と
な
る

こ
と
か
ら
民
間
資
金
、
国
の
補

助
金
や
交
付
金
な
ど
、
財
源
確

保
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

中川市街地における住宅などの使用状況

戸建て
43.6％

空き家
7.6％

小売業・飲食業
3.5％

小売業・飲食業
3.5％

公共施設
3.3％

公営住宅
32.2％

その他
9.9％

中川町第2期まちひとしごと創生総合戦略より住宅関連施策を抜粋

田舎暮らし希望者の移住・定住化を目指します。
基本目標Ⅳ

指　　　標 現状値

民間賃貸住宅建設の促進（戸）

住まいの安心応援条例による住宅新築（延件）

22戸

－

目標値

30戸

10件

②具体的な施策　移住対策の強化

①具体的な施策　生活居住環境等の快適化

指　　　標（単位） 現状値

ちょっと暮らし住宅利用者数（人／年）

空き家バンク登録件数（件）

10人／年

－

目標値

20人／年

10件



　上下水道料金について、令和３年第１回中川町議会臨時会において議決され、令和３年４月から
料金を改定することとなりました。上下水道事業は利用者皆様の利用料金により支えられています。
安全安心な上水道事業及び快適な下水道事業を継続していくため、ご理解とご協力をお願いします。

　現在の上下水道料金は、平成19年４月に改定したもので当時の消費税率５％に据え置いた形です
が、令和元年10月１日から消費税率が10％に引き上げられたことから５％の消費税相当額を上乗せ
する改定です（現行料金の本体（税抜）価格に変更はありません）。

■消費税率の引き上げに伴う改定

上下水道料金について 令和３年第１回中川町議会臨時会において議決され 令和３年４月から

上下水道料金がかわります上下水道料金がかわります

　現在の上下水道料金は、料金単価に消費税相当額を含む「内税方式」ですが、税抜きの単価で計
算した料金総額に消費税相当額を加算する「外税方式」に変更し、料金と税をわかりやすくします。

■外税方式への変更

　令和３年４月分の料金（４月検針、５月請求分）から
■改定時期

■改定前後の料金比較
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家事用
営業用
団体用（1種）
団体用（2種）
学校用
浴場用
病院用
臨時用
営農用

種　　別

現在（改定前）の税込料金上
水
道

下
水
道

基本
数量
（㎥）

㎥あたり
超過料金
（円）

基本料金
（円）

8
12
16
10
24
16
40
8
10

1,670
2,880
5,300
2,770
6,450
3,570
17,320
5,390
1,260

230
240
345
275
285
230
240
660
85

一般用
営業用
団体用
学校用
浴場用
病院用

種　　別

現在（改定前）の税込料金
基本
数量
（㎥）

㎥あたり
超過料金
（円）

基本料金
（円）

8
12
16
24
16
40

1,230
2,280
3,080
4,570
1,450
7,630

150
150
150
150
85
150

家事用
営業用
団体用（1種）
団体用（2種）
学校用
浴場用
病院用
臨時用
営農用

上記金額に消費税を加算します

上記金額に消費税を加算します

種　　別

改定後の税抜料金
基本
数量
（㎥）

㎥あたり
超過料金
（円）

基本料金
（円）

8
12
16
10
24
16
40
8
10

1,590
2,743
5,048
2,638
6,143
3,400
16,495
5,133
1,200

219
229
329
262
271
219
229
629
81

一般用
営業用
団体用
学校用
浴場用
病院用

種　　別

改定後の税抜料金
基本
数量
（㎥）

㎥あたり
超過料金
（円）

基本料金
（円）

8
12
16
24
16
40

1,171
2,171
2,933
4,352
1,381
7,267

143
143
143
143
81
143
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問い合わせ先　環境整備課　上下水道担当　☎7－2815

　上水道料金の種別のうち家事用、営業用、営農用を抜粋して使用した水量ごとの料金モデルを表
示しています。（いずれも税込）

　下水道料金の種別のうち一般用、営業用を抜粋して使用した水量ごとの料金モデルを表示してい
ます。（いずれも税込）

■使用量別の料金比較

上下水道料金の算定例　家事用使用水量20㎥の場合

《現在の計算方法》※税込み単価の料金表
　上水道　基本料金 1,670円 ＋（12㎥×230円）＝ 4,430円
　下水道　基本料金 1,230円 ＋（12㎥×150円）＝ 3,030円　合計 7,460円

《改正後の計算方法》※税抜き単価の料金表
　上水道　基本料金 1,590円 ＋（12㎥×219円）× 1.1 ＝ 4,639円
　下水道　基本料金 1,171円 ＋（12㎥×143円）× 1.1 ＝ 3,175円　合計 7,814円

■上下水道料金の計算はこうなります

使用量
（㎥）

改定前料金
（円）

改定後料金
（円）

増　減
（円）用　途

家事用家事用

営業用

営農用

8
20
30
12
25
40
50
100
200

1,670
4,430
6,730
2,880
6,000
9,600
4,660
8,910
17,410

＋79
＋209
＋318
＋137
＋292
＋470
＋224
＋429
＋839

1,749
4,639
7,048
3,017
6,292
10,070
4,884
9,339
18,249

使用量
（㎥）

改定前料金
（円）

改定後料金
（円）

増　減
（円）用　途

家事用

営業用

8
20
30
12
25
40

1,230
3,030
4,530
2,280
4,230
6,480

＋58
＋145
＋218
＋108
＋203
＋312

1,288
3,175
4,748
2,388
4,433
6,792

消費税率

上
水
道

下
水
道



　

町
で
は
、
移
住
・
定
住
を
促
進

す
る
た
め
、
都
会
で
生
活
す
る

方
々
に
向
け
て
町
の
魅
力
を
発
信

す
る
動
画
と
冊
子
を
作
成
し
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
が
再
考
さ
れ
、
地
方
移
住
の
需

要
が
高
ま
る
中
、
天
塩
川
と
大
自

然
が
魅
力
の
中
川
町
の
暮
ら
し
を

提
案
す
る
も
の
で
す
。

　

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
オ
フ
ィ
ス
キ

ュ
ー
所
属
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー
Ｃ
ｈ
ｉ
ｍ
ａ
さ
ん
が
、
中

川
町
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
を
作
成
。

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
の
テ
ー
マ

曲
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
中
川
町
を
訪
れ
、

森
や
川
、
放
牧
地
で
の
イ
メ
ー
ジ

カ
ッ
ト
撮
影
の
ほ
か
、
中
川
町
で

活
動
し
て
い
る
作
家
さ
ん
と
交
流

を
さ
れ
ま
し
た
。
Ｃ
ｈ
ｉ
ｍ
ａ
さ

イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ

中
川
町
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画

中川町と㈱クリエイティブオフィスキューが共同でプロモーション動画とイメージソング、求人情報誌を
作成しました。イメージソングはシンガーソングライターのChimaさんが中川町に実際に訪れて自然に
触れ、町の人との交流を通して曲を書き下ろしました。下の写真はつくり手の皆さんとの交流の様子です。

Chima
大阪出身、北海道在住のシンガーソングライ
ター。幼少期をドイツ・アメリカで過ごす。
帰国後に訪れた北海道の空に感動し大阪から
移住。そこで触れた札幌の音楽シーンに感化
され、自らも音楽の道を目指すことに。小さ
な体にギターを背負い、全国各地を巡ってラ
イブ活動を行っている。

Chima
大阪出身、北海道在住のシンガーソングライ
ター。幼少期をドイツ・アメリカで過ごす。
帰国後に訪れた北海道の空に感動し大阪から
移住。そこで触れた札幌の音楽シーンに感化
され、自らも音楽の道を目指すことに。小さ
な体にギターを背負い、全国各地を巡ってラ
イブ活動を行っている。

LIVING IN NAKAGAWAには町内企業の求人情報を掲載しており、町の公式ホームページなどで公開予定です。

鹿角作家　山﨑哲平さん 夢創窯　石井雅子さん 健一さん 木工作家　髙橋綾子さん

ん
は
中
川
町
で
7
日
間
移
住
体
験

を
し
て
曲
を
書
き
下
ろ
し
ま
し
た
。

　

イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
と
あ
わ
せ
て

中
川
町
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画

を
作
成
。
こ
の
動
画
は
動
画
共
有

サ
イ
ト
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
や
3
月

末
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
予
定
の
町
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。
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住
民
票
や
印
鑑
証
明
書
な
ど
役
場
で
交
付
す
る
書
類
の
手
数
料
に
つ
い
て
、

令
和
3
年
第
1
回
中
川
町
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
、
令
和
3
年
4
月

1
日
か
ら
左
表
の
と
お
り
一
部
改
定
し
ま
す
。

役
場
で
交
付
す
る
各
種
書
類
の

　
　
　
　
　
手
数
料
が
か
わ
り
ま
す

住民票謄本・抄本・附表
住民票の閲覧
記載事項証明
身元・身分証明
印鑑証明
印鑑登録証再交付
納税・所得証明
土地・建物証明
営業・業務証明
固定資産課税台帳閲覧
固定資産課税台帳記載事項証明
道路キロ程証明
公簿・公文書の謄本・抄本または証明
図面の謄本・抄本または証明
許可・認可・登録確認等を受けている証明
図根三角点網図の複写
図根多角点網図の複写
地籍復図の複写
面積計算簿の複写
地籍集成図の複写

申　請　書　類 現行料金 新料金

金額は、それぞれ1件当たり

210円
210円
210円
310円
310円
310円
310円
730円
730円
310円
730円
310円
420円
730円
310円
1,570円
1,570円
1,570円
520円
1,570円

250円
250円
250円
350円
350円
350円
350円
750円
750円
350円
750円
350円
450円
750円
350円
1,600円
1,600円
1,600円
550円
1,600円

◆
受
験
資
格

　

平
成
3
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
12
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

で
、
大
学
、
短
大
ま
た
は
高
専

を
卒
業
も
し
く
は
令
和
4
年
3

月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方

◆
受
験
申
込
受
付
期
間

　

令
和
3
年
3
月
26
日
午
前
9

時
か
ら
4
月
7
日
ま
で

◆
受
験
申
込
方
法

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

申
込
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

http://www.jinji-shiken.

　

go.jp/juken.html

◆
第
1
次
試
験
日

　

令
和
3
年
6
月
6
日

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

財
務
省
北
海
道
財
務
局

　
　
　
　
　
　

人
事
課
人
事
係

　

☎
0
1
1
・

　
　
　
　

7
0
9
・
2
3
1
1

　
　
　
　
　
　

内
線
4
2
5
2

財
務
専
門
官
を

　
　

募
集
し
ま
す

軽
自
動
車
の

　

住
所
変
更
を

　
　

お
忘
れ
な
く

問い合わせ先　住民課住民サービス室　☎7－2814

　

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税

（
種
別
割
）
は
、
4
月
1
日
現

在
の
登
録
に
基
づ
い
て
課
税
さ

れ
る
税
金
で
す
。
引
っ
越
し
で

住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
な
ど
は
、

転
入
先
運
輸
支
局
で
変
更
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

次
の
場
合
は
運
輸
支
局
で
登

録
手
続
き
が
必
要
で
す
。

•
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
（
変

　

更
登
録
）

•
自
動
車
を
売
買
し
た
と
き

　

（
移
転
登
録
）

•
自
動
車
を
使
用
し
な
く
な
っ

　

た
と
き



中川町地域おこし協力隊活動記

　
　
　
　
　

こ
ん
に
ち
は
、
北
野

で
す
。
今
年
は
か
な
り
雪
が
多
い

で
す
ね
。
朝
外
に
出
て
は
雪
国
っ

ぷ
り
に
感
心
し
な
が
ら
、
車
の
雪

を
落
と
し
て
い
ま
す
。
今
冬
は
私

の
地
元
で
あ
る
山
口
県
も
、
珍
し

く
積
も
る
ほ
ど
の
雪
が
降
っ
た
そ

う
で
す
。
毎
年
雪
は
降
る
も
の
の
、

積
雪
に
は
あ
ま
り
慣
れ
て
い
な
い

土
地
の
た
め
、
路
線
バ
ス
が
運
休

に
な
っ
た
り
と
影
響
が
大
き
か
っ

た
よ
う
で
す
。

　

今
回
は
私
が
製
品
化
を
目
指
し

て
い
る
精
油
（
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル

オ
イ
ル
）
と
、
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
の

違
い
に
つ
い
て
書
き
ま
す
。

　

「
ア
ロ
マ
」
と
い
う
言
葉
は
耳

に
し
た
こ
と
が
あ
る
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
ギ
リ
シ
ャ
語
を
語

源
と
す
る
「
芳
香（
香
り
）」
の
こ

と
で
す
。
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
は
香
り

が
す
る
オ
イ
ル
と
い
う
意
味
で
す

が
、
「
精
油
」
と
名
乗
っ
て
い
る

も
の
と
は
明
確
な
違
い
が
あ
り
ま

す
。
精
油
は
1
0
0
％
天
然
植
物

か
ら
抽
出
し
た
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特

有
の
香
り
と
機
能
を
持
つ
オ
イ
ル

の
こ
と
で
す
。
例
え
ば
ト
ド
マ
ツ

の
精
油
に
は
、
森
林
浴
の
よ
う
な

リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
ア
ロ
マ
オ

イ
ル
や
フ
レ
グ
ラ
ン
ス
オ
イ
ル
と

呼
ば
れ
る
も
の
は
、
香
料
や
ア
ル

コ
ー
ル
な
ど
、
人
工
的
な
も
の
か

ら
作
ら
れ
ま
す
。
こ
ち
ら
に
は
精

油
の
よ
う
な
天
然
由
来
の
香
り
や

機
能
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
精
油

は
製
造
に
時
間
と
手
間
が
か
か
る

も
の
な
の
で
、
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
と

比
較
す
る
と
割
高
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
違
い
は
、
商
品
ラ
ベ
ル

の
表
示
で
確
認
で
き
ま
す
。
精
油

の
場
合
は
必
ず
「
精
油
」
ま
た
は

「
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
オ
イ
ル
」
の

記
載
が
あ
り
、
原
料
も
天
然
由
来

で
無
添
加
で
す
。
も
ち
ろ
ん
ア
ロ

マ
オ
イ
ル
も
手
軽
に
香
り
を
楽
し

め
る
も
の
な
の
で
、
用
途
に
応
じ

て
気
に
入
っ
た
香
り
を
使
い
分
け

て
み
て
く
だ
さ
い
。

北 野 　 萌
きた の もえ

『精油とアロマオイル』
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基
本
的
に
、
原
木
は
板
材
に
な

り
、
十
分
に
乾
燥
さ
れ
た
後
に
そ

れ
ぞ
れ
の
製
品
に
加
工
さ
れ
て
い

き
ま
す
。
特
に
家
具
製
作
で
は
枝

節
や
曲
が
り
、
腐
れ
な
ど
欠
点
が

よ
り
少
な
い
木
材
を
材
料
に
用
い

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
視
察

に
来
て
い
た
だ
い
た
家
具
メ
ー
カ

ー
は
、
自
社
で
製
材
機
や
乾
燥
機

を
保
有
し
、
無
駄
な
く
製
材
、
乾

燥
す
る
こ
と
で
、
欠
点
の
多
い
木

材
で
も
家
具
に
加
工
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
加
え
て
、
ギ
タ
ー
製

作
に
お
い
て
は
家
具
や
建
築
材
と

比
較
し
、
短
い
木
材
や
欠
点
（
個

性
）
の
あ
る
木
材
で
も
活
用
で
き
、

実
際
に
中
川
町
産
の
木
材
を
使
用

し
た
ギ
タ
ー
を
販
売
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
多
様
な
販
路
を
持

つ
こ
と
で
、
木
材
を
無
駄
な
く
活

用
し
て
も
ら
う
と
同
時
に
、
製
作

や
販
売
を
担
う
川
下
の
方
々
か
ら
、

Ｒ
Ａ
Ｗ
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
の
理
念
と
取
り

組
み
に
対
し
て
強
く
賛
同
と
参
画

を
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
は
、
今

後
の
活
動
へ
の
強
い
後
押
し
と
な

り
ま
し
た
。
ヨ
ォ
〜
シ
！
一
歩
一

歩
頑
張
る
ぞ
ぉ
ー
！

Email　

info@
rawwood.jp

　　
　
　
　
　

中
川
町
の
皆
様
こ
ん

に
ち
は
、
ヒ
ゲ
の
福
田
で
す
。
雪

降
る
日
が
続
き
ま
す
が
、
皆
様
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

今
月
は
、
日
々
町
内
の
造
材
現

場
に
随
行
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
し
た
。
特
に
北
大
中
川
研
究
林

に
は
、
Ｒ
Ａ
Ｗ
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
（
ロ
ウ

ウ
ッ
ド
）
の
取
り
組
み
に
昨
年
度

か
ら
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

本
年
度
も
町
内
の
中
川
研
究
林
内

の
伐
採
事
業
で
生
産
さ
れ
る
パ
ル

プ
材
の
一
部
の
流
通
を
担
当
し
て

い
ま
す
。

　

先
日
、
町
内
の
造
材
土
場
に
て

家
具
メ
ー
カ
ー
と
ギ
タ
ー
作
家
の

方
に
原
木
の
買
い
付
け
に
来
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
現
場
で
は
木
材

を
見
な
が
ら
意
見
交
換
を
行
い
、

今
後
の
継
続
的
な
流
通
実
現
を
目

標
に
大
変
有
意
義
な
場
と
な
り
ま

し
た
。

『RAWWOOD Vol.2』
福 田 隼 人
ふく だ はや と
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山 﨑 哲 平
やま てっざき ぺい

　

今
年
は
積
雪
が
も
の
す
ご
い
で

す
ね
。
移
住
し
て
1
年
半
が
過
ぎ

ま
し
た
が
今
頃
中
川
の
洗
練
を
受

け
て
い
る
気
分
で
す
。
雪
か
き
は

大
変
で
す
が
、
ふ
と
し
た
と
き
に

気
付
く
一
面
真
っ
白
な
世
界
は
た

だ
た
だ
圧
巻
で
癒
さ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
最
近
2
つ
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
の
開
催
に
向
け
準
備
や
テ

ス
ト
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ひ

と
つ
は
昨
年
も
行
っ
た
幼
児
セ
ン

タ
ー
の
卒
園
生
の
記
念
制
作
で
、

近
辺
で
採
れ
た
鹿
の
角
を
使
い
キ

ー
ホ
ル
ダ
ー
な
ど
を
作
っ
て
い
き

ま
す
。
ふ
た
つ
め
は
、
ハ
チ
の
巣

か
ら
採
れ
る
天
然
ミ
ツ
ロ
ウ
を
使

っ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
す
。
こ
ち
ら
は
昨
年
も
予
定

し
て
い
た
の
で
す
が
新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
、
人
数
な
ど
制
限
し
て

よ
う
や
く
開
催
す
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
。
ロ
ウ
は
辻
井
養
蜂
場
に

お
願
い
し
た
中
川
産
で
す
。
キ
ャ

ン
ド
ル
ホ
ル
ダ
ー
は
町
産
材
を
使

っ
て
協
力
隊
の
福
田
君
が
作
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
み
ん
な
で
楽
し
く

体
感
し
な
が
ら
。
身
近
で
有
用
な

資
源
の
活
用
方
法
を
探
る
手
だ
て

に
も
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

写
真
は
去
年
の
卒
園
生
記
念
制

作
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
売
上
が
減
少
し
、
経
営
に
影
響

が
あ
っ
た
町
内
農
業
者
・
林
業
事
業
者
を
対
象
に
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

◆
助
成
額

　

1
事
業
者
に
つ
き
20
万
円

◆
交
付
要
件

　

令
和
2
年
1
月
か
ら
同
年
12
月
ま
で
の
売
上
で
、
前
年
（
令
和
元
年
）
と
比
較
し

て
概
ね
30
％
減
少
し
て
い
る
こ
と
。

◆
申
請
方
法

　

申
請
書
に
売
上
金
額
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付
し
、
産
業
振
興
課
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
申
請
期
限

　

令
和
3
年
3
月
26
日（
金
）ま
で

【
問
い
合
わ
せ
先
】
産
業
振
興
課　

☎
7
・
2
8
1
6

農
業
者
・
林
業
事
業
者
の
皆
様
へ

『ワークショップ』



しあわせ

問い合わせ先　住民課幸福推進室　☎7－2813

④
父
ま
た
は
母
が
生
死
不
明
の
児

　

童
⑤
父
ま
た
は
母
が
1
年
以
上
遺
棄

　

し
て
い
る
児
童

⑥
父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の

　

Ｄ
Ｖ
保
護
命
令
を
受
け
た
児
童

⑦
父
ま
た
は
母
が
1
年
以
上
拘
禁

　

さ
れ
て
い
る
児
童

⑧
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た

　

児
童

⑨
⑧
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
が
明

　

ら
か
で
な
い
児
童
。

※
公
的
年
金
受
給
者
で
も
、
条
件

を
満
た
す
場
合
は
、
手
続
き
に
よ

り
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
ま

す
。

※
年
に
一
回
、
現
況
の
確
認
を
し

て
い
ま
す
。
提
出
が
な
い
場
合
支

給
さ
れ
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

◆
手
当
月
額

◆
支
払
月

　

1
月
、3
月
、5
月
、7
月
、9
月
、

11
月
の
年
6
回
奇
数
月
（
各
前
月

ま
で
の
分
を
支
払
い
）

◆
所
得
制
限
限
度
額

◆
制
度
の
目
的

　

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
が
い
を

有
す
る
児
童
に
つ
い
て
手
当
を
支

給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
の
福

祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

◆
支
給
の
対
象

　

20
歳
未
満
で
精
神
ま
た
は
身
体

に
障
が
い
を
有
す
る
児
童
を
家
庭

で
監
護
・
養
育
し
て
い
る
、
父
、

母
ま
た
は
養
育
者

※
児
童
が
障
が
い
に
よ
る
公
的
年

金
を
受
給
で
き
る
と
き
や
、
児
童

が
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
と

き
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

◆
手
当
月
額

◆
支
払
月

　

4
月
、
8
月
、
12
月

（
各
前
月
ま
で
の
分
を
支
払
い
。

11
月
分
は
当
月
分
ま
で
）

◆
所
得
制
限
限
度
額

◆
制
度
の
目
的

　

家
庭
な
ど
の
生
活
の
安
定
に
寄

与
す
る
と
と
も
に
、
次
代
の
社
会

を
担
う
児
童
の
健
や
か
な
成
長
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

◆
支
給
の
対
象

　

中
学
校
修
了
（
15
歳
に
到
達
後

の
最
初
の
年
度
末
）
ま
で
の
国
内

に
住
所
を
有
す
る
児
童
を
監
護
・

養
育
し
て
い
る
、
父
、
母
ま
た
は

養
育
者

◆
手
当
月
額

◆
支
払
月

　

2
月
、
6
月
、
10
月

（
各
前
月
ま
で
の
分
を
支
払
い
）

◆
所
得
制
限
限
度
額

◆
制
度
の
目
的

　

父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く

し
て
い
な
い
児
童
が
育
成
さ
れ
る

家
庭
（
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
）
の

生
活
の
安
定
と
自
立
の
促
進
に
寄

与
し
、
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◆
支
給
の
対
象

　

次
の
①
〜
⑨
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
児
童
（
18
歳
に
到
達
後
の

最
初
の
年
度
末
ま
で
の
間
に
あ
る

児
童
（
障
が
い
児
の
場
合
は
20
歳

未
満
））
を
監
護
・
養
育
し
て
い
る

父
、
母
ま
た
は
養
育
者

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
ま
た
は
母
が
一
定
程
度
の
障

　

が
い
の
状
態
に
あ
る
児
童

児
童
手
当

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

子
ど
も
の
た
め
の
各
種
手
当

子
ど
も
の
た
め
の
各
種
手
当

児童の年齢など

孤児等の
養育者等の
所得額

配偶者及び
扶養義務者
の所得額

請求者本人の所得額

全部支給 一部支給
扶養親
族の数

児童１人の
場合の月額

等級 令和3年4月から扶養親
族の数

請求者本人の
所得額

月　額

扶養親族の数 所得額

3歳未満

中学生

所得制限限度額以上

3歳～小学校修了まで
（第1子、第2子）
3歳～小学校修了まで
（第3子以降）

15,000円

10,000円

15,000円

10,000円

5,000円

622万円

660万円

698万円

736万円

774万円

236万円

274万円

312万円

350万円

388万円

192万円

230万円

268万円

306万円

344万円

49万円

87万円

125万円

163万円

201万円

0人

1人

2人

3人

4人

1級

2級

52,500円

34,970円

※対象児童1人につき

628.7万円

653.6万円

674.9万円

696.2万円

717.5万円

0人

1人

2人

3人

4人

0人

1人

2人

3人

4人

令和3年4月から

43,160円

43,150
　～10,180円

全部支給

一部支給

児童２人目以降は加算があります。
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459.6万円

497.6万円

535.6万円

573.6万円

611.6万円



のの
新着図書新着図書新着図書

ちゃいむ図書室ちゃいむ図書室

　

日
頃
の
で
き
ご
と
や
風
景
・
季
節
に
感
じ
た
こ

と
思
っ
た
こ
と
を
短
歌
で
一
首
ま
た
は
、
俳
句
で

一
句
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

短
歌
や
俳
句
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

 

短
歌
同
好
会　

俳
句
紫
苑
会

　
　

   

連
絡
先（
ど
ち
ら
も
）古
市
和
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

☎
7
・
2
8
5
0

●
月
刊
会
報
「
ま
ほ
ろ
ば
」
を
ご
希
望
の
方
は
、

　

年
会
費
5
0
0
円
の
購
読
会
員
制
を
ご
利
用

　

く
だ
さ
い
。

　

お
申
し
込
み
は
、
事
務
局
（
古
市
和
子
さ
ん

　

☎
7
・
2
8
5
0
）
へ

　

お
願
い
し
ま
す
。

し
お
ん

ま ち の 文 芸ま ち の 文 芸ま ち の 文 芸
青天を衝け　渋沢栄一とその時代
　　　　　　　　　　 ＮＨＫ出版 編

リモート診療
　　　　　　　　　　　　岡田 定 著

どんな木も生かす山村クラフト
　　　　　　　　　　　時松 辰夫 著

「はやぶさ2」が舞い降りた日々
　　　　　　　　　　　的川 泰宣 著

火喰鳥を、喰う
　　　　　　　　　　　　原　 浩 著

ザ・ロイヤルファミリー
　　　　　　　　　　　早見 和真 著

あの日、君は何をした
　　　　　　　　　まさき としか 著

コロナと潜水服
　　　　　　　　　　　奥田 英朗 著

境界線
　　　　　　　　　　　中山 七里 著

アーヤと魔女
　 ダイアナ・ウィン・ジョーンズ 著

戦国ベースボール　20
　　　　　　　　　りょくち 真太 著

おにのおふろや
　　　　　　　　　　　苅田 澄子 著 

高校生限定のマッチングアプリ「オルタネ
ート」が必須となった時代。東京のとある
高校を舞台に若者たちの出会いと別れ、葛
藤と挫折、苦悩が鮮やかに描かれている。
第164回直木賞候補、吉川英治文学新人賞ノ
ミネート、2021年本屋大賞ノミネート作品。

加
藤　

シ
ゲ
ア
キ　

著

オ
ル
タ
ネ
ー
ト
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初
雪
を
報
ら
せ
る
メ
ー
ル
去
年
よ
り
早
い
気
が
す
る　

灯
油
を
買
お
う　
　
　
　

五
十
嵐
仁
美

雪
虫
は
大
根
洗
う
母
の
背
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
記
憶
の
ひ
と
つ　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

陽
子

飾
ら
れ
し
ま
ま
な
る
抹
茶
々
碗
た
ち
元
旦
の
膳
の
器
と
な
り
て　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

陽
子

着
慣
れ
な
い
色
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
く
な
り
店
の
鏡
に
幾
度
も
試
す　
　
　
　

鎌
田　

陽
子

パ
レ
ッ
ト
に
乾
き
し
絵
の
具
ゆ
る
ゆ
る
と
溶
き
て
刷
り
ゆ
く
丑
の
賀
状
を　
　
　

小
林　

淑
子

雲
低
き
雪
の
ひ
と
日
を
籠
も
り
ゐ
て
小
さ
き
嘘
を
日
記
に
し
る
す　
　
　
　
　
　

小
林　

淑
子

昨
日
を
昨
年
と
し
て
切
り
捨
て
る
少
し
疲
れ
た
心
も
と
も
に　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

淑
子

北
風
は
裸
の
枝
を
震
わ
せ
て
枯
れ
葉
カ
ラ
カ
ラ
地
に
渦
を
巻
く　
　
　
　
　
　
　

花

暮
れ
て
く
る
早
さ
に
時
間
確
か
め
て
明
か
り
を
灯
す
冬
至
の
夕
べ　
　
　
　
　
　

花

庭
の
木
々
に
立
ち
寄
り
遊
ぶ
客
た
ち
は
小
さ
き
足
跡
雪
に
残
し
て　
　
　
　
　
　

花

ポ
リ
桶
に
落
ち
て
出
ら
れ
ぬ
小
さ
き
蜘
蛛　

飲
ま
ず
食
は
ず
の
半
年
を
過
ぐ　
　

古
市　

和
子

雪
原
の
日
毎
に
変
は
る
風
紋
を
踏
む
に
は
惜
し
く
し
ば
し
佇
む　
　
　
　
　
　
　

古
市　

和
子

選
ば
れ
て
土
洗
わ
れ
て
大
根
は
白
さ
寂
し
く
売
り
場
に
並
ぶ　
　
　
　
　
　
　
　

山
内　

智
子

使
い
慣
れ
し
漬
物
石
も
見
つ
か
ら
ず
初
雪
の
午
後
二
時
半
と
な
る　
　
　
　
　
　

山
内　

智
子

や
が
て
来
る
陽
の
明
る
さ
を
思
い
つ
つ
オ
レ
ン
ジ
色
の
南
瓜
煮
て
お
り　
　
　
　

山
内　

智
子

今月のお題  自由詠短　　歌



保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り

しあわせ

問い合わせ先　住民課幸福推進室　保健師　☎7－2813

【
今
月
の
テ
ー
マ
】 

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
予
防
接
種
を
受
け
る
前
に

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
、
感
染
し
て
も
無
症

状
や
軽
症
の
場
合
が
多
く
、

症
状
が
現
れ
て
も
そ
の
3
〜

5
日
前
か
ら
感
染
力
が
高
く

な
る
た
め
、
感
染
に
気
づ
く

こ
と
も
予
防
策
を
と
る
こ
と

も
難
し
い
感
染
症
で
す
。
そ

の
た
め
、
予
防
接
種
を
受
け

る
こ
と
が
勧
め
ら
れ
て
お
り
、

町
で
も
ワ
ク
チ
ン
の
状
況
に

あ
わ
せ
て
接
種
を
始
め
ら
れ

る
よ
う
に
、
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
予
防
接
種
は
、
人

体
へ
の
害
を
少
な
く
し
た
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
で
、

身
体
の
中
で
免
疫
を
つ
く
る

方
法
で
す
。
免
疫
と
は
、
細

菌
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
病
原

体
が
体
内
に
侵
入
し
た
際
に
、

そ
れ
ら
に
抵
抗
し
て
身
体
を

守
る
仕
組
み
や
能
力
の
こ
と

で
す
。
免
疫
を
持
つ
人
が
増

え
る
こ
と
で
、
感
染
者
や
重

症
者
が
減
少
し
て
感
染
拡
大

の
機
会
が
少
な
く
な
り
、
社

会
的
な
感
染
の
予
防
に
つ
な

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

反
面
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
は
新
た
な
ワ

ク
チ
ン
の
た
め
、
効
果
の
程

度
や
副
作
用
を
心
配
す
る
声

も
あ
り
ま
す
。
予
防
接
種
を

す
る
か
し
な
い
か
最
終
的
な

判
断
は
本
人
で
す
。
予
防
接

種
を
受
け
る
前
に
、
準
備
し

て
お
き
た
い
こ
と
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

予
防
接
種
は
体
調
の
良
い

と
き
に
受
け
る
こ
と
が
原
則

で
す
。
普
段
の
体
温
や
血
圧

を
知
る
こ
と
、
動
き
や
感
覚

な
ど
自
分
の
身
体
に
意
識
を

向
け
て
体
調
の
自
己
管
理
を

し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

体
調
の
悪
い
場
合
は
接
種
を

控
え
、
感
染
予
防
対
策
の
徹

底
を
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

接
種
後
も
体
調
変
化
の
確

認
は
大
切
で
す
。
接
種
後
15

〜
30
分
は
ま
れ
に
発
疹
や
血

圧
低
下
な
ど
強
い
副
反
応
が

起
こ
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、

す
ぐ
に
診
察
を
受
け
る
こ
と

の
で
き
る
場
所
で
座
っ
て
体

調
の
変
化
を
み
て
か
ら
帰
宅

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
接
種

部
位
に
痛
み
や
腫
れ
、
軽
度

の
発
熱
や
だ
る
さ
が
起
こ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
通
常

数
日
間
で
治
ま
り
ま
す
。

の
な
い
方
は
健
康
診
断
の
結

果
な
ど
か
ら
、
基
礎
疾
患
に

あ
て
は
ま
る
項
目
が
な
い
か

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

予
防
接
種
の
際
の
予
診
票
は
、

安
全
に
接
種
を
受
け
る
た
め

の
確
認
事
項
で
す
。
必
ず
受

け
る
前
に
記
入
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

予
防
接
種
は
万
能
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
社
会
的
な
感

染
症
対
策
と
重
症
化
に
よ
る

死
亡
率
の
減
少
に
つ
な
げ
ら

れ
る
こ
と
は
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
周
囲
の
感
染
状
況
、

予
防
接
種
の
効
果
、
副
反
応

な
ど
の
情
報
も
み
な
が
ら
、

接
種
に
つ
い
て
判
断
し
ま
し

ょ
う
。
予
防
接
種
に
つ
い
て

気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
場
合

は
、
保
健
師
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
毎
週
火
曜
日
午
後
は

保
健
セ
ン
タ
ー
に
て
健
康
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

予
防
接
種
を
受
け
る
場
合
、

体
質
や
病
気
の
状
態
に
よ
り
、

予
防
接
種
が
勧
め
ら
れ
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。
特
に
心

臓
病
、
腎
臓
病
、
肝
臓
病
な

ど
の
基
礎
疾
患
の
あ
る
場
合

や
、
過
去
に
強
い
ア
レ
ル
ギ

ー
症
状
や
け
い
れ
ん
な
ど
を

起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る
場
合

は
、
事
前
に
主
治
医
に
予
防

接
種
を
受
け
て
も
良
い
か
、

注
意
が
必
要
な
こ
と
が
あ
る

か
な
ど
を
必
ず
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
注
意
が
必
要
な
場
合

は
、
で
き
る
だ
け
主
治
医
の

も
と
で
予
防
接
種
を
受
け
る

こ
と
が
勧
め
ら
れ
ま
す
。
主

治
医
外
で
接
種
を
受
け
る
場

合
は
、
接
種
す
る
病
院
な
ど

に
注
意
事
項
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
メ
モ
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
基
礎
疾
患
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体
調
の
自
己
管
理

接
種
前
の

　
　

 

医
師
と
の
相
談



食
べ
る
こ
と

育
つ
こ
と

「
食
」に
関
す
る
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
！

食
育
通
信

食
育
通
信

食
育
通
信

しあわせ

問い合わせ先　住民課幸福推進室　管理栄養士　☎7－2813

　

も
し
も
自
分
や
家
族
が
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
た
り
濃
厚
接
触
者
と
し
て

自
宅
待
機
を
指
示
さ
れ
、
外

出
が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合

の
食
事
の
備
え
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

　

保
健
所
か
ら
自
宅
待
機
を

求
め
ら
れ
た
場
合
は
、
お
お

む
ね
2
週
間
外
出
を
控
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
待
機
・
療
養
中
の
食
料

や
日
用
品
を
、
日
頃
か
ら
自

分
で
調
達
・
確
保
を
し
て
お

く
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

待
機
中
の
食
事
は
、
免
疫

力
の
低
下
や
体
調
の
悪
化
を

防
ぐ
た
め
に
も
、
体
調
を
維

持
で
き
る
栄
養
を
含
む
食
品

自
宅
待
機
期
間
は

　
　
　
　

ど
の
く
ら
い
？

自
宅
待
機
時
の

　
　
　

食
事
の
ポ
イ
ン
ト

待
機
時
に
あ
る
と
良
い

　
　
　
　
　
　
　
日
用
品

を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。

下
表
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き

に
備
え
て
お
き
た
い
長
持
ち

す
る
お
す
す
め
備
蓄
食
品
で

す
。

　

緊
急
時
の
食
事
は
、
炭
水

化
物
の
摂
取
が
多
く
な
り
、

免
疫
力
を
保
つ
た
め
に
必
要

な
た
ん
ぱ
く
質
や
ビ
タ
ミ
ン
、

食
物
繊
維
が
不
足
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
そ

れ
ら
を
補
う
食
品
の
備
蓄
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　

自
宅
待
機
時
の
備
え
は
、

災
害
時
の
備
え
に
共
通
す
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。
不
測
の

事
態
に
慌
て
な
い
た
め
に
も
、

事
前
に
必
要
な
食
品
や
日
用

品
の
準
備
を
し
て
お
い
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
食
事
の
備
え

た
め
、
ゴ
ミ
も
密
閉
し
て
捨

て
る
工
夫
が
必
要
で
す
。
待

機
期
間
中
に
出
た
ゴ
ミ
は
、

密
閉
で
き
る
よ
う
に
一
度
ポ

リ
袋
に
入
れ
て
縛
り
、
さ
ら

に
一
般
ご
み
の
袋
に
入
れ
て

二
重
に
し
て
、
待
機
期
間
終

了
後
に
廃
棄
し
ま
し
ょ
う
。

□米（2㎏）無洗米
□食パン（6枚切）　※約1か月間冷凍保存が可能
□スパゲティ麺
□カップ麺
□インスタントラーメン（5食入）
□インスタント味噌汁・スープ〔10食分程度〕　　
□炊き込みごはんの素（五目ごはんなど）
□パスタソースの素（ミートソースやたらこなど）
□レトルトカレー・ハヤシライスソース
□レトルト親子丼・中華丼・牛丼の具（各3食入）
□魚肉ソーセージ（4本入）
□さんま蒲焼缶（3缶入）
□シーチキン缶（3缶入）
□さば味噌煮缶
□果物缶
□ジャムなど
□ポテトチップス（うす塩1袋）などのスナック菓子
□チョコレート（小包装タイプ）
□アイスクリーム（小包装タイプ）
□お茶（2Ｌペットボトル）　　
□スポーツドリンク（2Lペットボトル）など
□野菜・トマトジュース〔保存期間の長い缶タイプ〕

□一般ごみ袋1袋（5枚入）
□トイレットペーパー（12ロール入）1個
□ティッシュペーパー（5個入）1個
□ポリ袋（50枚入）2個
□ラップ（皿の汚れ防止用）2本
□使い捨て用のコップや皿（数枚ずつ）
□割りばし（50膳）程度

たんぱく質が豊富な
食品です。特に野菜
が入っているものは
おすすめです。

食　品　名 備蓄目安量
（1人分）

町内で購入できる1週間分の備蓄食品例

在庫しておきたい日用品リスト

【
主　

食
】

【
レ
ト
ル
ト
・
缶
詰
類
】

【
菓
子
類
】
【
飲
み
物
】

1袋
1袋
1袋
3個程度
1袋
各1袋
1個

2～3食分
2食分
6食分程度
1個
1個
1個
1缶
1缶
1瓶
2袋
1袋
1個
4本
1本
7本
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療
養
中
の
日
用
品
に
つ
い

て
は
、
調
理
や
食
器
洗
い
の

手
間
を
省
く
た
め
、使
い
捨
て

の
食
器
が
あ
る
と
便
利
で
す
。

　

ま
た
、
感
染
を
防
止
す
る
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一
個
の
積
み
木
が
お
皿
に
の

せ
ら
れ
、
「
人
参
、
ど
う
ぞ
」

と
、
2
〜
3
歳
の
子
が
テ
ー
ブ

ル
に
運
ん
で
き
ま
す
。
「
お
い

し
い
で
す
ね
」
と
、
食
べ
て
お

皿
を
戻
す
と
、
「
じ
ゃ
あ
今
度

は
、
お
魚
で
す
」
と
、
ま
た
、

積
み
木
を
お
皿
に
の
せ
て
持
っ

て
き
ま
す
。

　

一
個
の
木
製
の
長
方
体
の
積

み
木
は
、
野
菜
や
く
だ
も
の
、

お
料
理
の
具
材
に
な
っ
た
り
、

乗
り
物
や
人
や
動
物
な
ど
、
子

ど
も
の
見
立
て
遊
び
の
最
高
の

お
も
ち
ゃ
に
な
り
ま
す
。
子
ど

も
が
想
像
す
る
モ
ノ
、
何
に
で

も
な
っ
て
く
れ
る
優
れ
も
の
で

す
。
本
物
の
形
と
色
を
し
た
野

菜
や
く
だ
も
の
な
ど
の
具
材
が

あ
り
ま
す
が
、
み
か
ん
の
形
を

し
た
も
の
は
み
か
ん
で
し
か
な

く
、
ケ
ー
キ
や
乗
り
物
に
は
な

り
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
の
想
像
す
る
力
は
、

無
限
で
、
そ
の
無
限
に
対
応
し

て
く
れ
る
の
は
、
子
ど
も
の
想

像
す
る
モ
ノ
に
一
瞬
で
な
り
切

っ
て
く
れ
る
、
そ
の
人
が
作
り

出
そ
う
と
す
る
モ
ノ
に
、
自
由

に
形
を
変
え
て
く
れ
る
モ
ノ
で

す
。
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
作
っ
た
ベ

ル
ト
を
腰
に
巻
き
、
ク
ラ
フ
ト

テ
ー
プ
や
布
粘
着
テ
ー
プ
を
服

の
上
か
ら
腕
に
巻
き
、
手
に
は

カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
の
紙
を
巻
い

て
作
っ
た
剣
を
持
ち
、
戦
闘
ヒ

ー
ロ
ー
に
な
り
き
り
ま
す
。
一

枚
の
布
を
頭
に
巻
い
て
お
母
さ

ん
に
な
り
、
お
人
形
に
も
か
け

て
お
布
団
に
し
、
ト
ン
ト
ン
と

寝
か
し
つ
け
ま
す
。

　

子
ど
も
の
お
も
ち
ゃ
を
考
え

る
と
き
、
何
に
で
も
な
っ
て
く

れ
る
か
な
、
何
に
で
も
形
を
変

え
て
く
れ
る
か
な
、
色
々
な
組

み
合
わ
せ
が
楽
し
め
る
か
な
、

と
考
え
て
み
る
と
い
い
で
す
ね
。

ま
た
、
生
活
の
中
に
た
く
さ
ん

の
お
も
ち
ゃ
の
素
材
が
あ
る
の

で
、「
こ
れ
は
何
に
な
る
か
な
」

と
、
大
人
も
考
え
て
み
る
の
も

楽
し
い
で
す
よ
。

問い合わせ先　子育て支援センター　☎7－2118

　

障
が
い
に
関
係
な
く
、
希
望
や

能
力
に
応
じ
て
、
誰
も
が
職
業
を

通
じ
た
社
会
参
加
の
で
き
る
「
共

生
社
会
」
実
現
の
理
念
の
も
と
、

す
べ
て
の
事
業
主
に
は
法
定
雇
用

率
以
上
の
割
合
で
障
が
い
者
を
雇

用
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

法
定
雇
用
率
が
令
和
3
年
3
月
1

日
か
ら
左
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

こ
の
変
更
に
伴
い
、
障
が
い
者
を

雇
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
民
間

企
業
の
事
業
主
の
範
囲
が
、
従
業

員
45
・
5
人
以
上
か
ら
43
・
5
人

以
上
に
広
が
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
よ
ろ

　

☎
0
1
6
5
4
・

　
　
　
　
　
　
　

2
・
4
3
2
6

●
応
募
資
格

　

令
和
3
年
4
月
1
日
現
在
、

18
歳
以
上
33
歳
未
満

●
受
付
期
限

　

随
時　

●
試
験
会
場

　

旭
川
市

　

詳
細
は
、
受
付
時
に
連
絡

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　
　
　
　

名
寄
出
張
所

　

☎
0
1
6
5
4
・

　
　
　
　
　
　

2
・
3
9
2
1

自
衛
官
候
補
生
を

　
　
　

募
集
し
ま
す

障
が
い
者
の

法
定
雇
用
率
が

引
き
上
げ
に
な
り
ま
す

14

社
会
福
祉
協
議
会
、
一
心
苑
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
寄
附

•
妻
（
文
子
様
）
死
去
に
際
し
て

　
　
　
　
　
　

遠
藤　

信
市　

様

•
夫
（
輝
久
様
）
死
去
に
際
し
て

　
　
　
　
　
　

清
水
田
愛
弓　

様

•
父
（
明
英
様
）
死
去
に
際
し
て

　
　
　
　
　
　

川
田　

重
光　

様

•
社
会
福
祉
推
進
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　

匿
名　

1
名　

様

社
会
福
祉
協
議
会
、
一
心
苑
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
寄
贈

季
節
の
も
の
を
含
め
て
次
の
方
々

よ
り
「
志
」
を
頂
き
ま
し
た

　
　
　
　
　
　

匿
名　

4
名　

様

中
川
町
に
寄
附

　
　

松
田　

政
敏　

様　

50
万
円

1
区　

川
田　

明
英　

様
（
80
歳
）

5
区　

金
住　

ノ
ブ　

様
（
94
歳
）

謹
ん
で
お
悔
や
み

　
　

 

申
し
上
げ
ま
す

あ
り
が
と
う

　
　
　

 

ご
ざ
い
ま
す

〝
お
も
ち
ゃ
を
考
え
る
〞

　

民
間
企
業
…
…
…
2
・
3
％

　

国
、
地
方
公
共
団
体
等

　

…
…
…
…
…
…
…
2
・
6
％

　

都
道
府
県
等
の
教
育
委
員
会

　

…
…
…
…
…
…
…
2
・
5
％

事
業
主
区
分
ご
と
の

　
　
　
　
　

法
定
雇
用
率
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●
免
除
期
間

　

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す

る
月
の
前
月
か
ら
4
か
月
間
の
国
民
年

金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出
産
予
定
日
ま

た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
3
か
月
前

か
ら
6
か
月
間
の
国
民
年
金
保
険
料
が

免
除
さ
れ
ま
す
。

※
出
産
と
は
、
妊
娠
85
日
（
4
か
月
）

　

以
上
の
出
産
を
い
い
ま
す
。
（
死
産
、

　

流
産
、
早
産
、
人
工
妊
娠
中
絶
を
さ

　

れ
た
方
を
含
み
ま
す
）

●
産
前
産
後
期
間
の
取
扱
い

　

産
前
産
後
期
間
と
し
て
認
め
ら
れ
た

期
間
は
、
保
険
料
を
納
付
し
た
も
の
と

し
て
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
に
反
映

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
産
前
産
後
休
業
期

間
中
に
お
け
る
給
与
が
、
有
給
・
無
給

で
あ
る
か
は
問
い
ま
せ
ん
。

●
届
出
時
期

　

出
産
予
定
日
の
6
か
月
前
か
ら
届
出

可
能
で
す
の
で
、
速
や
か
に
届
出
願
い

ま
す
。

●
添
付
書
類

•
出
産
前
に
届
出
を
す
る
場
合

　

母
子
健
康
手
帳
等

•
出
産
後
に
届
出
を
す
る
場
合

　

原
則
不
要
。
た
だ
し
、
被
保
険
者
と

子
が
別
世
帯
の
場
合
は
、
出
生
証
明
書

等
出
産
日
及
び
親
子
関
係
を
明
ら
か
に

す
る
書
類

【
問
い
合
わ
せ
先
】

■
旭
川
年
金
事
務
所

　
　

☎
0
1
6
6
・
2
7
・
1
6
1
1

■
住
民
課
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

　
　

☎
7
・
2
8
1
4

産
前
産
後
期
間
の

  

国
民
年
金
保
険
料
免
除
の
ご
案
内

カ
セ
ッ
ト

　
　

ボ
ン
ベ

火災・救急出動状況

火災件数　０件
救急件数　９件

令和3年1月31日現在

中
川
消
防
支
署
か
ら

中
川
消
防
支
署
か
ら

　

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
及
び
ス
プ
レ
ー
缶
の
廃
棄

時
に
お
け
る
不
適
切
な
取
扱
い
に
よ
る
事
故
が

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
正
し
く
使
用
す
れ
ば
、

爆
発
火
災
な
ど
の
事
故
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
、
ス
プ
レ
ー
缶
を
使
用
す

る
際
や
廃
棄
時
は
、
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

消
火
栓
や
防
火
水
槽
な
ど
の
消
防
水
利
周

辺
5
メ
ー
ト
ル
以
内
は
、
道
路
交
通
法
に
よ

り
駐
車
禁
止
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
刻
を
争
う
消
火
活
動
に
駐
車
車
両
が
障

害
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
交
通
ル

ー
ル
を
守
り
「
安
心
・
安
全
の
町
づ
く
り
」

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

防
火
水
槽
周
辺
の
駐
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
・
ス
プ
レ
ー
缶
火
災
に
つ
い
て

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
・
ス
プ
レ
ー
缶
火
災
に
つ
い
て

★
炎
や
火
の
気
の
近
く
で
使
用
、
保
管
し
な
い
こ
と

★
火
気
を
使
用
し
て
い
る
室
内
で
大
量
に
使
用
し
な
い
こ
と

★
ス
プ
レ
ー
缶
は
、
中
身
を
使
い
切
っ
て
捨
て
る
こ
と

　

（
穴
を
開
け
る
場
合
は
必
ず
屋
外
で
行
う
）

火
災・事
故
を
防
ぐ
た
め
に

カ

ボ
ン
ベ

消
防
団
員
募
集
中
！ 

中
川
消
防
支
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
7
・
2
1
1
9



　

公
営
住
宅
及
び
上
下
水
道
使

用
料
は
、
皆
様
の
住
宅
の
維
持

修
繕
や
環
境
改
善
に
も
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
滞
納
が
あ
る
と
修

繕
や
改
善
の
支
障
と
な
り
ま
す

の
で
、
必
ず
毎
月
25
日
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
3
ヶ
月
以
上
使
用
料

を
滞
納
す
る
と
、
連
帯
保
証
人

に
迷
惑
を
か
け
る
ほ
か
、
住
宅

の
明
渡
し
、
水
道
の
給
水
停
止

の
対
象
に
な
り
ま
す
。
期
限
内

の
納
付
に
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

◇
納
付
期
限
は
毎
月
25
日
（
25

　

日
が
閉
庁
日
の
場
合
は
翌
開

　

庁
日
）
で
す
。

◇
口
座
振
替
の
引
き
落
と
し
日

　

も
同
じ
日
付
で
す
。

公
営
住
宅
・

上
下
水
道
使
用
料
等

　
　
　

 
の
納
付
期
限

　

公
営
住
宅
共
用
部
は
入
居
者

皆
様
の
共
有
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

ま
た
、
玄
関
共
用
部
は
建
築
基

準
法
に
よ
り
緊
急
時
の
避
難
通

路
の
確
保
が
必
要
で
す
。

　

玄
関
共
用
部
に
個
人
の
所
有

物
を
置
か
れ
て
い
る
方
は
、
早

急
に
整
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

共
用
部
に
つ
い
て
他
の
入
居

者
の
皆
様
の
ご
迷
惑
に
な
ら
な

い
よ
う
に
適
正
に
管
理
し
、
使

用
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

公
営
住
宅
に

　

お
住
ま
い
の

　

 

皆
様
へ
の
お
願
い

　

各
教
育
施
設
で
使
っ
て
ほ
し
い
と
、
中
川
町
商
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今
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部
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き
ま
し
た
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問い合わせ先　環境整備課　公営住宅・上下水道担当　☎7－2815



ご長寿さんまちのご長寿さんまちのご長寿さんまちの

水口禮子さん
（77歳）

最上節子さん
（77歳）

飛世恵美子さん
（77歳）

後藤誠一さん（77歳） 竹澤幸一さん（77歳） 安倍きよのさん（99歳）

問い合わせ先　総務課企画財政室　☎7－2819

令和2年度
介護保険システム
改修委託業務

工事・業務名
入　札　結　果

第1回
契約金額（円） 落札率 工事などの概要 期　　間

入札・見積り合わせ
参加業者

（※落札業者）

介護保険制度改正に伴う
システム改修一式

避難所備品収納用備蓄庫
2基購入

予定価格（円）

令和2年度
避難施設機能強化
備蓄庫購入

1,480,000

1,350,000

4,300,000

4,400,000

4,950,000

5,000,000

第2回

※㈱HDC

※㈱HDC

※㈲平和ハイヤー

㈱川村商会

※㈲平和ハイヤー

㈱川村商会
納入期限
　　　令和3年3月30日

避難所用段ボールベッド
100台、間仕切り100台
購入

令和2年度
避難施設機能強化
備品購入 納入期限

　　　令和3年3月30日

戸籍法改正に伴う
戸籍システム改修一式

令和2年度
戸籍法改正に伴う
戸籍システム改修委託

着手　令和3年1月29日

完了　令和3年3月20日

着手　令和3年1月29日

完了　令和3年3月26日
1,628,000

1,485,000

4,730,000

5,445,000

1,705,000

1,496,000

4,873,000

5,627,600

95.5％

99.3％

97.1％

96.8％

1月の入札・契約結果
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　農地法の改正に伴い、標準小作料制度が廃止さ
れました。代わって、農業委員会が農地の実勢賃
借料の情報提供を行います。
　公表内容は、過去１年間に農地法および農業経
営基盤強化促進法に基づいて締結（公告）された
賃貸借契約の状況です。

【問い合わせ先】
　中川町農業委員会事務局
　（産業振興課）　☎7－2816

平均額

1,300円

1,600円

中川町で令和2年1月から令和2年12月までに
締結された農地の賃借料水準（10アール当たり）

•データ数は、集計に用いた筆数です。
•特殊な事情などで平均的な価格から著しくかけ離れるものは、
　集計から除いています。
•それぞれの金額は、四捨五入し100円単位としています。

最高額

2,100円

3,000円

畑

牧草畑

最低額

1,000円

800円

データ

29件

36件

農地の賃借料

喜寿おめでとうございます 白寿おめでとう
ございます



　北はるか農業協同組
合からご寄贈いただい
たもち米を使い、幼児
センターの子どもたち
がもちを作りました。
小さな手でかわいらし
く丸めたもちは、生産
者への感謝の気持ちを
胸においしくいただき
ました。

町の人口
（1月31日現在）

人　口

男

女

世帯数

1,439人（－１）

725人（－１）

714人（±０）

774戸（－２）

令和3（2021）年3月号（通巻742号）　　印刷　株式会社　国 境

（　）は前月末との差を示します。

この広報紙は道産間伐材を使用しています。

〒098-2892  北海道中川郡中川町字中川337番地　☎（01656）7－2811
中川町HPアドレス  http://www.town.nakagawa.hokkaido.jp　　E-mailアドレス  nakagawa@town.nakagawa.hokkaido.jp

雪深い中川町ですが、年々雪の量も減り、寒さも厳しさが緩んでいるといいます。現
在は雪が積もっても道路はきちんと除雪されるので夏とほぼ同じように行き来できま
すが、道路除雪が整備される前の昭和10（1935）年頃はそうではありませんでした。
降った雪は場所を問わずどんどん積り、道路が屋根のひさしと同じ高さになり、家の
中からは通りを行きかう人々の足首だけが見えるほどでした。

あの あの の


